
- 2 - 
 

２．事業の概要と成果 

（１）

プロジ

ェクト

目標の

達成度 
（今期事

業達成目

標） 

【上位目標】災害対応における官民パートナーシップの促進および緊急対応の能力強化

を通じた持続的なプラットフォーム基盤の構築」 

【プロジェクト目標】スリランカ国内で、マルチアクターによる災害対応時のネットワ

ークの機能を強化し、大規模な災害対応も可能な災害対応能力を、特に緊急災害対応要

員の育成、企業の災害対応能力向上の点において、コロンボの他、地方部まで高めるこ

と。 

■達成度 

1. 災害時に連携する官民セクターのネットワークが拡大した： 

コロンボ及び地方４州で開催するプラットフォーム会議に参加するメンバーを中心にネ

ットワークを築いており、中央政府機関と太いパイプを持つA-PAD SLが大規模災害が予

測される段階からメンバーに情報共有し緊急対応可能な体制を確立している。特にDMC

との関係は本事業で強化され災害・防災の国家政策等への提言４例など、国家レベルの

災害・防災の重要なアクターとしての地位を確立した。 

2. 官民連携による救助活動へ向けた体制強化と能力が向上した： 

A-PAD SLのメンバー団体の中で、実際緊急対応でパートナーを組んだのは８９団体（政

府機関２４、軍関係８、民間３７、NGO他２０）であった。 

【今期事業の目標】次年度に災害救助対応能力を地方部に広げるにあたって必要な緊急

対応要員のトレーナーを育成することで、マルチセクターのネットワークを通じた緊急

災害対応能力を向上させること。 

■達成度 

地方におけるコミュニティ内の自助・共助に対する意識改革をもたらし、基本的な救助

訓練の紹介でレスキューへの関心が高まった。 

当初予定していた地方における対面形式のワークショップは、コロナ禍の影響により、

地元ケーブルテレビ局と協力し、防災教育（DRR）や災害への心構えや、避難準備、救助

訓練の紹介の教育番組をTV放映した。これにより予定の参加数より多い人数が視聴し裨

益者数が増えた。 

（２）

事業内

容 

 

（ア）官民パートナーシップ強化 

＜中央レベルのプラットフォームミーティングの開催＞ 

中央レベル ミーティング（回） 参加者（人） 

目標 達成 目標 達成 

定期会合 ４ ６ １２０ ２１１ 

セクター会合 ６ １９ ６０ ２６１ 

臨時会合 ２０ ４９ １００ １７６ 

合計 ３０ ７３ ２８０ ６４８ 

 

＜州レベルのプラットフォームミーティングの開催＞ 

州レベル ミーティング（回） 参加者（人） 

目標 達成 目標 達成 

北部州 ３ ３ ４５ １１０ 

東部州 ３ ３ ４５ １６１ 

南部州 ３ ３ ４５ ９５ 

ウバ州 ３ ３ ４５ ６０ 

合計 １２ １２ １８０ ４２５ 

 

 



- 3 - 
 

＜広報活動＞ 

A-PAD SLのウェブサイト（www.apad.lk）は情報発信のメインツールとして最大限活用

し、同時に電子メール、SNS、Twitterの他、新聞、テレビ、ニュースレター、ポスタ

ー、冊子の発行により国内外に幅広く活動を発信し、プラットフォームとしての各方面

のネットワークの拡大に大いに繋がった。 

 A-PAD SLウェブサイト（www.apad.lk：ウェブサイトの一新は行わず、構成とシステ

ムを見直すことで情報を追加し検索スピードも向上した。結果、HPユーザー数５７

９,９８４人、訪問（セッション）８０８,０１５件、閲覧（ページビュー）３,６６

３,０７５件。 

 
 ウェブサイトのリンク共有パートナー：目標１,２５０を掲げていたが、パートナー

数の増加によりカウント不可能となった。 

 HP, FB, Twitterによる情報発信：１３７回投稿 

 E-Library掲載データ：２０００回 

 隔月ニュースレターの発行：隔月６回（各５００部）発行、及び１５００人以上に

電子メールで配布 

 政府との提携のパンフレット：洪水注意喚起、新型コロナウイルス感染の安全対策、防災

対策、事業継続計画等１,０００部。 

 メディア：新聞・雑誌（８記事）、テレビ（２０回）、オンラインメディア（９記

事）、A-PAD SL プロモーションビデオ（２２回） 

 

（イ）緊急対応の能力強化（民間・軍・政府の連携調整の「基盤整備」 

＜捜索救助に関する能力強化＞ 

海外専門家による訓練は２０２０年２月２９日～３月７日、Kitulgalaにおいて実施し

た。 

 

 

訓練（回） 参加者（人） 

目標 達成 目標 達成 

Level ０１ １ １ ２５ ２３  

Level ０２ １ １ ２５ ２４  

合計 ２ ２ ５０  ４７※ 

※参加予定者の内３名（Level １は２人、Level ２は１人）は初日受講前テストで基準に達することができ

なかったため実際の訓練は不参加となった。 

＜緊急支援に関する能力強化＞ 

・於コロンボ： 

 

 

訓練（回） 参加者（人） 

目標 達成 目標 達成 

コロンボ ４ ７ １２０ １５１ 

・於地方４州（北部、東部、南部、ウバ）： 
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訓練（回） 参加者(人) 

目標 達成 目標 達成 

北部州 ２ ３ ４０ １,０５２ 

東部州 ２ ２ ４０ ８９ 

南部州 ２ ２ ４０ ４８ 

ウバ州 ２ ２ ４０ ８３ 

合計 ８ ９ １６０ １,２７２※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※上述のとおり、コロナ禍における対面ワークショップをケーブルテレビ放送に変更したため参加者の数が

予定より増加した。 

 

（ウ）海外組織とのネットワーク構築活動 

＜国際シンポジウムの開催＞ 

COVIT-１９の感染拡大の影響を受け、延期していたシンポジウムはようやく２０２０年

１０月６日に開催の準備を整えていたが、直前の１０月４日にコロンボ北側に隣接する

Gampaha県のアパレル工場勤務の労働者１名の新型コロナウイルス感染の確認、PCR検査

で５６７名の陽性が確認されたことを受け事業期間内の実施を中止とした。 

 

＜海外の団体とのネットワーク拡大＞ 

本事業期間中、新型コロナウイルス感染拡大の影響で対面の会合等は大幅に減少した

が、オンラインによる国際会議等へは積極的に参加し、海外の国際機関とのネットワー

クを拡大した。 

1. ２０１９年１０月（於イスタンブール/トルコ）： 

第２回目となるWHAF (World Humanitarian Action Forum)２０１９のテーマは

「Dignity in Humanity」で、世界６５か国が参加した２日間の会議に参加。この中

の「The Conflict Sensitivity Approach Session of the Conflict Roundtable 

Discussion」で A-PAD SLの代表が議長を務めた。 

2. ２０１９年１０月： 

海外企業の資金（Airbnb Global Disaster Response Fund）で運営された「Open 

Homes」のサービスの提供を受け北東部モンスーンに出動したレスキュー部隊の宿舎

として利用した。 

3. ２０２０年２月（於ジュネーブ/スイス）： 

CBi (Connecting Business Initiativeの HNPW（Humanitarian Partnership Week）

で官民パートナーシップ（PPP/Private-Public-Partnership）及び民軍連携

（CIMIC/Civil Military Cooperation）で成果を上げているA-PAD SLの実例を紹介

した。 

4. ２０２０年５月２６日（オンライン） 

CBi主催の「Preparing and Responding to Multi-Hazard Scenarios」の会議で、A-

PADスリランカ代表が新型コロナウイルス感染拡大下、企業（HSBC）との連携による

支援活動を紹介。 

5. ２０２０年６月 １５-１６日（オンライン）： 

CBi主催のUN Global Compact Leaders ２０th Anniversary Summitで A-PAD SLは

民間セクターとの連携による災害支援の実例を発表した。 

6. ２０２０年９月（オンライン） 

UNの傘下に事務局を置く都市型レスキューの国際レベルの認定機関

INSARAG(International Search And Rescue Advisory Group)と SARに関して情報収

集のための会談。 

7. ２０２０年９月（オンライン） 

CBi会議に参加。議題「Community Engagement and Accountability in 



- 5 - 
 

Humanitarian Action」 

（３）

達成さ

れた成

果 

   

 

（ア）官民パートナーシップの強化 

1. 政府、NGO,ビジネスセクター、CBO（Community Based Organization地域社会組織）

等の参加団体の内、ビジネスセクターの災害対応を必要としているコロンボ市内の

６００の大企業の５０％に相当する３００社以上（目標３００社以上）が会合に参

加した。 

2. 地方４都市で、プラットフォーム会合が１２回開催され（目標１２回）災害対応が

必要とされている８０団体（政府、NGO, ビジネスセクター、CBO等）の内、８割の

６４団体以上（目標６４団体）が参加した。 

3. 定例会合、セクター会合、臨時会合を通じて、災害が発生した場合のマルチセクタ

ーによる災害対応（準備、予防、緊急対応）の実践が、政策提言を含めて２０例

（目標１０例以上）であった。豪雨・モンスーンをはじめとする自然災害に加え新

型コロナウイルスへの対応が増えたこと、また国内で中央政府機関においてA-PAD

が国内唯一の災害時プラットフォームであることが浸透しており、中央・地方の政

府機関でパートナーとして連携の依頼が増えたことが目標を上回ることに繋がっ

た。 

 災害 災害対応（回） 

1.  イースター同時爆弾テロ

（Easter Attacks） 

３ 

2.  モンスーン 

（Monsoonal Events） 

５ 

3.  新型コロナウイルス感染拡大 

（COVID-１９） 

１２ 

TOTAL ２０※ 

※別紙１  

4. 本事業以外にA-PADの活動に共鳴したドナーはHSBCの１団体から下記５回の支援を

受け（目標 各災対応毎に１団体以上）、本事業期間内の支援はHSBCの１団体（目

標 ３団体）から支援を受けた。支援を呼びかけた民間セクターでHSBCのみから要

請の申し出があり、その後同団体から重ねての支援が受けられた。 

①   COCID-１９ 衛生用品・機材支援（２０２０.３ – ２０２０.５） 

LKR ７,５００,０００/約４５０万円、 

②   COID-１９感染者支援（２０２０.１１ – ２０２０.１２) 

LKR ５,０００,０００/約３００万円 

③④⑤ ３つのクリスマス特別支援（２０２０.１２) 

・孤児への支援（LKR ８４０,０００.００/約５０万円） 

・イースターテロ被災家族支援（LKR １M/約６０万円） 

・検疫センター支援（LKR ５M/約３００万円）   

  また２０２０年9月、A-PADの日本は、世界規模のファンドレイジングサイト

（Global Giving）でスリランカ向けの寄付キャンペーン「コロナ禍における教育支

援／Distance Learning for ３,０００ Children in Sri Lanka」を行い、USD４６

７.２１（４７,９３９円）が集まった。      

5. 災害発生時に、官民連携の事例が各災害毎に平均７例／計２０例（目標２例以上／

計６例）生まれた。（上記３と同じ） 

またセクター別のパートナーは下記のとおりである。 

 政府機関 軍関係 企業 国際機関 市民団体 合計 

数 ５８ １５ ６６ ３ １５ １５７ 

 

① 新聞やTVなどのメディアのパートナーが２４社 (目標は前年度比５０％増

の６社)に増え、A-PADの活動が１２回（目標は２０％増の１２回以上）紹

介された。国内外へ向けた活動の積極的な発信、また一つのメディアに掲
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載されることにより更に別のメディアへの掲載に繋がった。The Capital 

Maharaja Organizationグループの１２ステーション 

② Dan TV 

③ Economy Next Online Print Portal 

④ Lankawin Online Print Portal 

⑤ Newswire Online Portal 

⑥ Daily Mirror Newspaper 

⑦ Daily FT Newspaper 

⑧ The Sunday Times Newspaper 

⑨ Uthayan Newspaper – Northern Province 

⑩ Kaalaikathir Newspaper – Northern Province 

⑪ Sudar Oli Newspaper – Northern Province 

⑫ Tamilwin Newspaper – Eastern Province  

   

（イ）緊急対応の能力強化（民間・軍・政府の連携調整の基盤整備） 

1. 研修終了時の参加者に理解度及び習熟度を測る修了テストを実施し、参加者全員が

修了書を受理した。テストは知識を確認するためのペーパーテスト50問（80％以上

の正解で合格）、技能やチームワーク能力を判断する個人技術テストと団体技術テス

ト（いずれも5点満点中3点以上で合格）を実施した。（※計画では理解度テストで

６０％以上の参加者が７５点以上をとる、としていた） 

2. 専門家による水難訓練の内容に対するアンケート結果は以下のとおり。 

 
５ 

大変良い 

４ 

良い 

３ 

普通 

２ 

少々不満足 

１ 

悪い 

Q１ 研修は期待に応えるものであったか？ 

９１.３０% 

９１.６６% 

８.６９% 

４.１６% 

   

Q２ 研修を通して新しい知識や技術を得られたか？ 

７３.９１% 

９１.６６% 

４.３４% 

４.１６% 

１３.０４% ８.６９%  

Q３ 研修は実際の仕事や生活に関連する興味のあるものだったか？ 

７８.２６% 

８７.５% 

２１.７３% 

８.３３% 

   

Q４ 研修で学んだことを実際に行動に移したいか？ 

８２.６０% 

９１.６６% 

４.３４% 

４.１６% 

８.６９%   

Q５ 講師の教え方はよかったか？ 

８６.９５% 

９１.６６% 

１３.０４% 

４.１６% 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上段：Level １（回答者２３人）、下段：Level ２（回答者２４人） 

 

3. 災害発生時、捜索救助チームが稼働し、官民軍が連携することで、情報の迅速な共

有や発信と、より広範囲のステークホルダーとの連携した活動が実施された。 

4. 当該分野の政策ペーパーに４例（目標３例以上）、本事業による活動を経た内容が反

映された。                                   

① 「２０１９ Presidential Election」                        ※別紙２-１ 

② 「Access to Examinations amidst Disasters」            ※別紙２-２ 

③ 「Ramadan amidst COVID-１９」                  ※別紙２-３ 

④  防災センター（Disaster Management Centre）がコロナ禍における災害時の
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防災・避難を呼びかけるテレビ番組に出演時のコーディネイト   ※別紙２-４ 

 

（ウ）海外組織とのネットワーク構築活動 

1. 前述の通り、予定していたA-PAD SLの国際シンポジウムは新型コロナウイルス感染

拡大に伴い今期間内の開催を中止したが、UNをはじめとする国際機関主催の国際会

議にパネリストとして参加し、スリランカの官民連携の災害対応の事例を発表し

た。災害時の迅速な連携体制の重要性を参加者一同が再確認し、災害支援を行う海

外コミュニティにおいてのA-PADの知名度を拡大した。 

2. 防災に関するA-PAD SLの活動記事が新聞・雑誌に年８回（目標 新聞に５回以上）

掲載された。 

① ２０１９/１２/１２(Daily Mirror)  Top Lankan businesses pledge support 

to tackle high malnutrition 

② ２０１９/１２/１４（Daily FT） Leading businesses pledge support to 

tackle Sri Lanka’s high malnutrition 

③ ２０２０/０３/２６（Uthayan） Hand gloves and sanitizers handing over 

to District Secretarait 

④ ２０２０/０３/２６（Kaalaikathir） Hand gloves and sanitizers donated 

yesterday 

⑤ ２０２０/０３/２８（Kaalaikathir） Sanitizers and mask donations for 

disaster relief activities 

⑥ ２０２０/０３/２８（Sydar Oli） Sanitizers to Jaffna Secretariat 

⑦ ２０２０/０４/１９（Sunday Times） A stitch in time that could save 

Lanka’s apparel industry. 

⑧ ２０２０/０７/１１（Daily FT） A-PAD - HSBC Partnership: HSBC launches 

extended 

relied programme for most vulnerable communities 

 

3. A-PAD SLの活動が国際会議や学会等で年１５回（目標２回以上）報告された。 

目標値を上回った理由としては、活動を共にするパートナーや会合に参加するメン

バーの増加、またA-PAD SLの情報発信やがメディア掲載の増加により会議出席の要

請が増えたことなどが要因と考えられる。 

※別紙３ 

4. 国際ネットワーク間の相互支援によって、防災・災害対応の効果を上げた事例は以

下３例である。（目標は年間１事例以上） 

① A-PAD Slは HSBCスリランカ支店より新型コロナの急速な感染が拡大中の中国

武漢へのマスク支援の協力要請を受け、国内産マスク２,２４０個を調達しA-

PAD SLのパートナー企業（Aitken Spence Cargo）に輸送協力を依頼、２０２

０年２月に届けた。 

② A-PAD SLは日本のA-PAD本部からの緊急支援で、国内の工場で生産されたマス

クや消毒液などDMCを通じて国内のコロナ対策従事者らに配布した。 

③ A-PAD SLはコロナ感染関連の支援先を探していたHSBCの香港本社を日本のプ

ラットフォームであるAPADジャパンに紹介し、COVID-１９ Relief Programme

の事業としてUSD ７０,０００の寄付を日本で受けた。 

（４）

持続発

展性 

例外なく毎年発生する自然災害と共存しているスリランカ国では、災害対応の強化と

ともに、被災規模を最小限に抑えるための事前準備、災害対応力或いは被災からの復興

力（レジリエンス）を高める活動を継続することは不可欠である。A-PADの活動は、被

災からの影響を最も受けるとされる社会の弱者や貧困層への支援に直結しており人道支

援の観点からも終わりは見えない。 

また水災害の多い国でありながらレスキューの技術や資機材が整っていない中、海外

の専門家の派遣で民軍連携のレスキューチーム編成の土台を整えた。今後は国内のレス

キューのリーダー育成に注力し、優秀な人材の輩出とともにレスキューの裾野を広げつ
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つ人材を確保・拡大していくことも不可欠である。  

海外においては、スリランカ国は国連のCBi( Connecting Business Initiatives)のメ

ンバー国であり、A-PAD SLはスリランカ国の代表としてCBi主催の国際会議にの常連メ

ンバーで、A-PADの民間セクターとの災害支援の取組みは国際的にも注目されている。 

また連携についてはDMCをはじめとする政府関係機関や中小・大企業、メディアな

ど、マルチアクターとの関係を今後も継続・拡大・強化していく。特に民間セクターと

の連携事例として、HSBCからの資金援助は本事業年度内に６例に上り、これはA-PAD SL

が信頼と期待を得たことを示していると言えるが、今後もCSR（社会貢献）に関心の高

い企業へのアプローチやファンドレイジング等、財政面の自己努力も最大限行ってい

く。 


